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○箕面市景観計画の変更 素案 ※変更箇所のみ抜粋

箕 面 市 景 観 計 画

箕面市
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【変更履歴】

平成 19年(2007 年)10 月 1 日告示

平成 20 年(2008 年)3 月 24日変更告示（同年 4月１日施行）

・都市景観形成地区 小野原西地区追加

・都市景観形成地区 箕面森町(水と緑の健康都市)地区追加

平成 20 年(2008 年) 8 月 8日変更告示（同日施行）

・都市景観形成地区 彩都粟生地区変更

平成 21 年(2009 年) 7 月 21 日変更告示（同日施行）

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

平成 22 年(2010 年) 4 月 1日変更告示（同年 7月１日施行）

・山すそ景観保全地区追加

平成 22 年(2010 年)12 月 27 日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

平成 24 年(2012 年)3 月 22日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

平成 25 年(2013 年)1 月 28日変更告示（同年４月１日施行）

・止々呂美田園景観保全地区追加

平成 25 年（2013 年）3 月 27日変更告示（同日施行）

・都市景観形成地区 彩都粟生地区変更

平成 25 年(2013 年)10 月 30 日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

平成 26 年(2014 年)3 月 31日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 今宮三丁目東急不動産開発地区変更

平成 26 年(2014 年)9 月 17日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 彩都粟生地区変更

平成 27 年(2015 年)4 月 1日変更告示(同日施行)
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・都市景観形成地区 白島三丁目東急不動産開発地区追加

平成 27 年(2015 年)6 月 25日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

平成 28 年(2016 年)4 月 1日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 桜井駅前地区追加

平成 29 年(2017 年)8 月 18日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面船場駅前地区追加

令和元年(2019 年)6 月 26日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 箕面森町（水と緑の健康都市）地区変更

令和 5年(2023 年) 9 月 29日変更告示(同日施行)

・都市景観形成地区 川合・山之口地区追加

・都市景観形成地区 彩都粟生地区変更

令和 6年(2024 年) 月 日変更告示(同日施行)

・色彩基準の変更
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３．良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項（法第 8条第 2項第 2号関係）

○建築物等の新築等の制限

※１、※２、※３ 特定届出対象行為に該当しない建築物等の新築等においては、圧迫感を与えない配
置や素材の工夫、十分な緑化などにより周辺の自然やまちなみから突出しない場合に限り、サブカ
ラーの明度は３以上９以下とすることができ、また、その面積は当該基準によらないこととするこ

対象項目 基準

建築物

等

色彩 １ 建築物等の外観の色彩は、素材の持つ質感や形態などを考慮するとともに、

箕面市の緑豊かな景観を美しく引き立て、周辺のまちなみに調和する色とす

る。色数は、できるだけ少なくする。サブカラーは同一面の１／３以下とし、

ベースカラーと類似調和する色調とする。※1また、アクセントカラーは同一面

の１／20 以下とする。

２ 建築物の外壁及び工作物の表面の基調色（ベースカラー・サブカラー）とし

て使用する色彩は、次に掲げる色彩とする。また、基準内であっても、周辺の

自然やまちなみとの調和に配慮し、落ち着いた色彩とする。

① ＪＩＳ修正マンセル表色系（以下「マンセル値」という。）による色相がＹ

Ｒの場合は、彩度が４以下の色彩とする。

② マンセル値による色相がＹ及びＲの場合は、彩度が３以下の色彩とする。

③ マンセル値による色相がＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＲＰの場合は、

彩度が２以下の色彩とする。

④ ベースカラーは、マンセル値による明度が６以上９以下の色彩とする。サ

ブカラーは、明度が５以上９以下の色彩とする。ただし、戸建住宅（建築基

準法別表第２（い）欄一号に定める住宅のことをいう。長屋住宅は除く。以

下同じ）のサブカラーは、明度３～９とし、色相がＹＲの場合は①にかかわ

らず彩度が６以下の色彩とする。

⑤ 府道箕面池田線、府道豊中亀岡線、府道箕面池田線、市道小野原中村線及

び府道茨木能勢線に画された線から北に位置する区域では、原則としてベー

スカラー及びサブカラーともに、マンセル値による明度が６以上８以下の色

彩とする。※３、※４ただし、戸建住宅のサブカラーは、明度３～９とし、色相

がＹＲの場合は①にかかわらず彩度が６以下の色彩とする。

⑥ 無彩色にあっては、極端に高明度又は低明度の色を長大な壁面に使用する

場合は、周囲の状況に応じて用い方を工夫するとともに、植栽等により柔ら

かさを出す工夫をする。

３ アクセントカラーは、建築物及び工作物の外縁部を囲んだり、分散させるな

どといった、周辺との連続性を分断し、ボリューム感を強調させるような使い

方をしない。
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とができる。
※４ 当該地域において、背景あるいは周辺となる山麓部の景観との調和への配慮が特に必要な場合
は、当該基準にかかわらず、背景あるいは周辺となる山麓部と調和する色彩とする。

参考
「ベースカラー」

外観の基調色のうち、最も広い面積を占める色を指し、イメージを決める色です。

「サブカラー」
外観の基調色となる色のうち、壁面が長大で単調な場合等に、適度な変化を与えて壁面を分節化

し、周辺に与える圧迫感を軽減させるための色です。ベースカラーと類似調和する色を、素材の持つ
質感や形態の違いなどと関連づけて用いる工夫が大切です。

「アクセントカラー」
基調色に対してコントラストを持つ強調色のことで、全体を引き締めたり、部分や形状を効果的

に強調し変化を演出し、まちなみの「活気」や「彩り」を印象づける色です。わずかの面積の使用に
とどめ、基調色との対象調和として用いる工夫が大切です。

「スカイライン」
空及び山なみを背景とした建築物等の輪郭線

「ストリートファニチュア」
街路や広場などに置かれるベンチ・案内板・水飲み場などの屋外装置物
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②山すそ景観保全地区

（制限事項）

○市街化調整区域

○市街化区域

対象項目 基準

建
築
物
等

色彩 １ 四季折々の彩り豊かな山なみをいかすため、自然の色彩よりも目立つ色の使用や配色

は行わない。

２ 建築物の外壁及び工作物の表面の基調色（ベースカラー・サブカラー）として使用す

る色彩は、次に掲げる色彩とする。

① 有彩色は、原則としてベースカラー及びサブカラーともに、マンセル値による明度

が６以上８以下の色彩とする。ただし、立地等により、背景の緑との明度差が大きく、

背景あるいは周辺となる山なみ景観との調和への配慮が特に必要な場合は、本基準に

かかわらず、背景あるいは周辺となる山麓部と調和する色彩とする。

② 暖かく、自然な印象をつくり出す暖色系（Ｙ、ＹＲなど）の色相の使用に努める。

③ 無彩色は、高明度又は低明度の色を長大な壁面に使用しない。

④ 素材の質感を考慮し、周辺と馴染む色彩を用いる。

⑤ 戸建住宅（建築基準法別表第２（い）欄一号に定める住宅のことをいう。長屋住宅

は除く。以下同じ）のサブカラーは、明度３～９とし、色相がＹＲの場合は彩度は

６以下とする。

３ 建築物等の印象が際だつため、上層部・外枠等へアクセントカラーを使用しない。

４ 屋根の色彩は、次に掲げる色彩とする。

① マンセル値による色相がＹＲの場合は彩度が４以下とする。

② マンセル値による色相がＹ及びＲの場合は彩度が３以下とする。

③ マンセル値による色相がＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＲＰの場合は彩度が２以

下とする。

④ マンセル値による明度は色相に関わらず明度６以下とする。

対象項目 基準

建
築
物
当

色彩 １ 四季折々の彩り豊かな山なみをいかすため、自然の色彩よりも目立つ色の使用や配

色は行わない。

２ 建築物の外壁及び工作物の表面の基調色（ベースカラー・サブカラー）として使用す

る色彩は、次に掲げる色彩とする。

① 有彩色は、原則としてベースカラー及びサブカラーともに、マンセル値による明

度が６以上８以下の色彩とする。

ただし、立地等により、背景の緑との明度差が大きく、背景あるいは周辺となる

山なみ景観との調和への配慮が特に必要な場合は、本基準にかかわらず、背景ある

いは周辺となる山麓部と調和する色彩とする。
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対象項目 基準

② 暖かく、自然な印象をつくり出す暖色系（Ｙ、ＹＲなど）の色相の使用に努める。

③ 無彩色は、高明度又は低明度の色を長大な壁面に使用しない。

④ 素材の質感を考慮し、周辺と馴染む色彩を用いる。

⑤ 戸建住宅（建築基準法別表第２（い）欄一号に定める住宅のことをいう。長屋住宅

は除く。以下同じ）のサブカラーは、明度３～９とし、色相がＹＲの場合は彩度は

６以下とする。

３ 建築物等の印象が際だつため、上層部・外枠等へアクセントカラーを使用しない。

４ 屋根の色彩は、次に掲げる色彩とする。

① マンセル値による色相がＹＲの場合は彩度が４以下とする。

② マンセル値による色相がＹ及びＲの場合は彩度が３以下とする。

③ マンセル値による色相がＧＹ、Ｇ、ＢＧ、Ｂ、ＰＢ、Ｐ、ＲＰの場合は彩度が２以

下とする。

④ マンセル値による明度は色相に関わらず明度６以下とする。


